
 

 

 

 長い夏休みも終わり、２学期が始まりました。今夏は猛暑日が続いたかと思えば、急に気温が低下し、肌寒く感じられる日もありまし

たね。このような気温の変化は、体温の調整をしている自律神経にストレスを与えます。そうすると自律神経の働きが追いつかなくな

り、免疫力や抵抗力が低下し、風邪をひきやすくなったり、疲れやすくなったりします。体調管理に気をつけて過ごしてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 室 掲 示 用 

 

９月１日は防災の日 「もしも…」のときに備えよう ９月９日は救急の日 ＡＥＤって何？ 

八千代松陰中学・高等学校保健室 

平成23年9月２日発行 

☆１学期健康診断の結果、病院受診が必要

な生徒には各自通知を配付しています。夏

休み中に病院を受診した場合には、記入し

ていただいた受診結果報告書を保健室へ

提出してください。 

 

☆夏休み中にクラブ等でけがをし、病院で

治療を受けた生徒は、日本スポーツ振興セ

ンターへの医療費の申請を行いますので、

保健室に来てください。 

 

 

 

・中学校保健室 

・4号棟2階自販機内 

・高校保健室 

・1号棟1階自販機内 

 

ＡＥＤの正式名称は「自動体外式除

細動器」と言います。 

心室細動（心臓の筋肉がけいれんし

たようになり、全身に血液を送ること

が出来ない状態）になったときに、心

臓に電気ショックを与えて正常な状

態に戻そうとする医療機器です。2004

年から一般の方も使用できるように

なりました。 

ＡＥＤには音声ガイド機能が付い

ており、電源を入れれば使い方を順に

指示してくれるので、それに従えば操

作出来ます。また、電気ショックが必

要ない場合には作動しないようにな

っています。 

現在、多くの駅や公共施設などに設

置されています。本校でも４台設置し

ていますので、ＡＥＤの設置場所を覚

えておきましょう。 

不注意と油断に注意 「つい、うっかりはありませんか？」 

９月１日は防災の日。１９２３年に関東大震災の起きた日です。災害へ

の認識を深め、心構えを持つことを目的として１９６０年に制定されまし

た。今年は今までになく｢防災｣という言葉の重みを感じる年になりまし

た。生命を守るという視点で身のまわりを見直してみましょう。 

9 月は命や安全に関係のある記念日の多い月ですね。「防災の日」「救急の日」

「秋の全国交通安全週間」など。災害を防ぎ、自分で救護することを今一度考

えると、ケガをした時の原因も何かしら見えてきますね。その中には「不注意

と油断」も含まれます。保健室にケガで来室した生徒もしてない生徒も、どう

すればケガをしないですむか安全について考えてみましょう。 

 

☞足を捻挫したＡ君に話を聞いてみると・・・・ 

 「移動の途中、階段を一段飛ばしで下りていたところ、勢いが付いていたた

めバランスを崩し、足を捻ってしまいました・・・」 

   ❢時と場合を考えて行動しましょう。 

 

☞指を押えてやってきたＢさん、出血しています・・・ 

 「カッターナイフで紙を切ろうとして・・・」→指を切って血が出たところ

をしっかり押さえてきたのはよかったのですが。 

   ❢刃物を扱う作業は手の置き場所を考えて使用しましょう。 

 

☞あらあらＣさんとＤ君が頭を押さえて来ました・・・ 

 「廊下を走っていたら、Ｄ君が前を見ずに出てきて」 

 「Ｃさんこそ、急に飛び出してきて・・・」→まず最初にすることはぶつけ

たところを冷やしましょう。 

   ❢急いでいても廊下は走るところではありません。 

  

 4人のケガの原因には「つい、うっかり」の共通点があります。走ってはいけ

ない場所で走ったり、危険を予期せず手を添えてカッターで切ってしまったり、

小さなケガが思いがけない大きな事故につながる危険性があります。 

原因をしっかり考えることが次のケガの予防に役立ちます。時間と気持ちに

ゆとりを持って行動することも注意力散漫にならない秘訣ですね。 


